
■ＳＤＧｓ

■関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 多様な企業が市内に立地し、事業活動を行うことで、雇用が創出されています。

関連する分野別計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察

民間産業団地「亀山・関テクノヒルズ」を中心に、食品や産業ガスなど多様な産業を集積したことで、本市の産業構造に
厚みが増し、厳しい社会経済情勢の中でも地域経済の活性化と雇用の場の確保に大きく貢献できた。また、亀山市雇
用対策協議会やハローワーク鈴鹿等と連携し、各研修会を通じて働き方改革の一層の推進を図る一方で、鈴鹿川等
源流の森林づくり協議会の活動を通じて、企業との協働によるまちづくりの推進も図った。

令和５年度 施策評価シート

施策の大綱 ３．交通拠点性を生かした都市活力の向上 評価担当者

基本施策 （１） 企業活動の促進・働く場の充実 産業環境部長　富田　真左哉

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① 産業振興奨励事業
63,370 奨励金交付対象事業者３社で奨励措置指定時から約６０人の新規雇用者の創出

につながり、また、４社の奨励措置指定を実施したことで今後市税収入の確保及び
就労の場の確保が期待できる。57,710

③ 融資対策事業
16,000 勤労者の生活を支援するために、市広報に年２回掲載するなど東海労働金庫と連

携して制度の周知に努めたが、申請はなかった。16,000

③
団体支援事業（労働者対策事
業）

1,936 ４年ぶりに開催した勤労者ファミリーフェスタなどコロナ禍前の活動や事業が復活し、
４団体が行う事業へ補助金を交付し、市内事業所の労働力の確保、労働者の生活
の向上に寄与できた。1,764

太字：主要事業
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]
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指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

4

市内事業者への連携支援件数 件 ー ー 0 1

新規企業立地等件数 件 ー ー 4 5

4

ＳＤＧｓに取り組む企業数 社 3 Ｒ３ 23 30 7

▲ 0.39

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察

1 企業活動が活発に行われている
重要度 1.18 1.24

満足度

それぞれの項目に対する重要度が高いのに対
して、満足度はやや低い結果となっている。亀
山商工会議所やハローワーク鈴鹿、亀山市雇
用対策協議会等と連携した取り組みを行ってい
るが、物価高騰や円安など厳しい社会経済情
勢の中、その取り組みの効果が限定的になって
いると推察される。

満足度 ▲ 0.17 🔺 0.11

2 働く場が充実している
重要度 1.42 1.45

満足度

今後の展開方針

本市の立地環境におけるポテンシャルを活かし、引き続き、既存企業の事業拡充や民間産業団地「亀山・関テクノヒルズ」の残区画への企業誘致
を進めていくとともに、進出決定をいただいている企業を支援し、雇用の創出を図る。また、既存産業団地開発事業者である住友商事㈱と連携しな
がら、事業手法や資金調達、用地買収、道路や水のインフラ整備など、新たな産業団地の確保に向けた検討を行う。さらに、CSR活動や持続可能
な開発目標（SDGs）の取り組みを推進するとともに、脱炭素に向けた取り組みについても関係部署や商工会議所環境委員会と連携し、企業に対し
て促していく。雇用に関しては、亀山市雇用対策協議会、ハローワーク鈴鹿や亀山商工会議所など関係機関と連携して、一体的な支援を行うととも
に、企業や労働団体など関係機関と情報交換を行いながら、働きやすい職場となるよう支援を行う。

総合評価
多様な産業集積の促進については、令和5年度操業を開始した4社について、産業振興奨励制度の指定を行うとともに、既
に産業振興奨励制度の指定を行っている3社について、産業振興奨励金を交付した。また、民間産業団地「亀山・関テクノ
ヒルズ」においては、令和6年度において新たに3社の操業が予定されるなど、順調に進んだ。既存企業の活性化について
は、亀山商工会議所と連携した経営指導を行うとともに、冊子「かめやまの事業所」や市ホームページなどで市内企業の情
報を広く発信した。また、市内10事業者で構成する亀山商工会議所環境委員会へ参画するなど、企業間交流や産学民間
連携についても、まずまず進んだ。雇用の創出については、亀山市雇用対策協議会やハローワーク鈴鹿等と連携して、新規
立地企業や既存企業への雇用を確保するとともに、各研修会を通じて定年引き上げに伴う高齢層の雇用推進を図り順調に
進んだ。また、働きやすい環境づくりについては、働く環境づくり懇談会における意見交換、講座の開催、イベントでの周知等
により、ワーク・ライフ・バランスに対する機運醸成につなげることができた。企業との連携によるまちづくりの推進については、
市内企業34社と関係機関で構成する鈴鹿川等源流の森林づくり協議会の活動を継続的に行った。全体としては、基本施
策で設定した成果指標を既に達している項目もあり、概ね順調に進んでおり、基本施策が目指す姿に順調に近づいていると
考えられる。

Ａ
順調に進んだ

4
重要度

満足度

🔺 0.43

3
重要度

施策の方向 施策推進に関する考察

多様な産業集積の促進

既存企業の活性化

雇用の創出と働きやすい環境づくり

企業との連携によるまちづくりの推進

民間産業団地「亀山・関テクノヒルズ」を中心に、食品や産業ガスなど多様な産業を集積するととも
に、操業支援を行った。今後、新産業団地の確保に向けた検討を進めていく。

かめやまの事業所や市ホームページなどで市内企業の情報を広く発信し、事業活動の支援を行っ
た。今後も、商工会議所や雇用対策協議会等と連携して取り組んでいく。

亀山市雇用対策協議会やハローワーク等と連携して、新規立地企業や既存企業への雇用を確保す
るとともに、各研修会を通じて働き方改革の一層の推進が図られた。

鈴鹿川等源流の森林づくり協議会を通じて、企業との協働よるまちづくりを推進した。SDGｓの目標の
「住み続けられるまちづくり」を目指すため、企業と一層の連携を強めていく。


